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4 「歌手」の原語は al-ghānī「歌」。続く 2語が人を表わしているので、英訳にならって「歌手」とした。
5 「不毛な土地」。原語は al-jadhb「引き寄せること」だが、ジマレ版（15.20）により al-jadbと読む。
6 『ブッダ・チャリタ』11・27参照。
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8 「どう思うか」。原文は fa-mā da’yuka （sic） だが fa-mā ra’yukaと読む。
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ニ』では第 1章、ギリシア語『バルラームとヨアサフ』では 1～ 5に相当する。
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美醜合わせて 4つの箱の寓話〈第 2 の寓話　 4 つの小箱〉
［25］苦行者は〈続けて〉語った。








































18 「それを聞くのを恐れて（それが耳に届いたときに？）」。原文は faza‘a と qara‘a の違いで、2 つの




































































































21 「風習」。原語は ‘awā’idi-himだが ‘ādati-himと読む。
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25 「せっかく」の次に原文には bi-ḥilani-hāがあるが意味が取れない。英訳は with its charmsと訳して
いる。「せっかく不思議な力を伴なって」ということであろうか。ジマレ版に該当語句はない。
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Fritz Hommel, Die älteste arabische Barlaam-Version, in: Verhandlungen des VII. internationalen 
Orientalischen-Congresses, gehalten in Wien im Jahre 1886, pp. 115~165（原文は pp. 138～162）
（のち Alfred Hölder, Wien, 1888）
である。母音記号がときに異なっているが、訳文中に特に断らなかった。
物語のタイトル『王子と苦行者の物語 Kitāb ibn al-malik wa al-nāsik』は写本には記され
ておらず、ヘブライ語版などからホメルが推測して付したものであるので、発表原文では 
［  ］ で括られている。
翻訳に当たって参照した文献等については次々号掲載予定の「解題」に記す。
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